
様々な行事が目白押しでした
生徒会入会式、説明会 4月 5／ 8日
生徒会入会式では、上級生から１年生に生徒手帳が手渡されまし

た。生徒手帳を誇らしげに手にとり、中学生になったことを実感し

ている様子の１年生が印象的でした。生徒会説明会では、生活のき

まりや清掃の仕方などについて、わかりやすく発表してくれました。

部活動説明会 4 月 9 日
部活動について、それぞ

れの部ごとに活動の様子を体育館で発表してくれました。今年は

１年生の人数が少ないためか、どの部の発表からもできるだけ沢

山入ってほしいとの思いがよく伝わってきました。説明会に続い

て部活見学が始まりました。

避難訓練 4 月 17 日
本年度第１回目の避難訓

練がありました。教室から校庭の避難場所まで、どの学年も静かに

行動し、先に来た学級が後に来る学級を静かに待つ姿がすばらしか

ったです。この姿なら万が一の時も大丈夫だと感じました。

修学旅行 4月 18日～
３年生が楽しみにし

ていた修学旅行。１日

目は大変暑く、法隆寺の境内を歩くのに汗びっしょりでした。

その後、クラス毎に分かれて薬師寺、唐招提寺などを見学し

ました。抹茶体験で、静かな気分を味わった人もいました。

２日目はタクシーによる班別見学でした。自分たちで計画

を立てたコースに沿って、目一杯楽しみました。宿舎に帰っ

てから、共同会計の精算に時間がかかりましたが、部屋毎に

食べた夕食は格別でした。夜は友禅染の体験をし、ランチョン

マットや筆箱など記念になる作品を仕上げることができました。

３日目はクラス別見学でした。清水坂の買い物では、ものす

ごい人並みをかき分けながら目的の物を買うのが一苦労でした。

帰りにはみぞれから雪になり、真夏の暑さと真冬の寒さを味わ

えた、印象に残る３日間になりました。

交通安全教室 4月 25日
今年度は、映画や講話を通して、自転車の安全な乗り方につ

いて学習しました。自転車に乗りながら携帯電話をいじってい
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新入生歓迎縄跳び大会 4月 26日
全校が一堂に会し、学年が混ざり合ってチームを作り、跳

べた回数を競い合いました。昨年度は、回数の数え方がうま

くいかなくて、すっきりした気持ちで結果発表を迎えられま

せんでしたが、本年度はその反省が生かされ、体育委員が中

心となって気持ちのいい運営してくれました。ほこりだらけ

になりましたが、みんな大いに楽しみました。

小中連絡会

5 月 14 日
小学校の先生方が見えていたせいか、どちらのクラス

も少し緊張気味でしたが、中学生になったことを全身で

訴えているような感じで、小グループで学び合う姿や友の

発言にじっと耳を傾ける姿が多く見られました。授業を

見ていただいた小学校の先生方から、「小学校の時はなか

なか自分から手を挙げることができない子どもたちでし

たが、積極的になっていてうれしく思いました。安心し

ました。」等の声が聞かれ、何よりでした。

写生大会 5月 20日
前夜の雨で心配しましたが、生徒たちのお行儀がよ

かったためか好天に恵まれました。地域の絵画愛好家

の方々を講師にお迎えし、個別にアドバイスをいただ

くなど、交流を深めることもできました。講師の先生

方から「今年の生徒の取り組みはすばらしかった。」と

の声を寄せていただき、充実した１日になりました。

絵の仕上がり具合に個人差はありましたが、当日だけ

でなく家や美術の授業でじっくり仕上げようとしてい

る生徒が多く、白樺祭での展示が楽しみです。乞うご

期待！

東信陸上壮行会・競技会 5月 24／ 25日
壮行会の応援が届いたためもあるのでしょう。選手の皆さんが健

闘してくれました。陸上部部長河西さんの堂々とした選手宣誓も立

派でした。

入賞者は次のとおりです。

女子 2・3年走幅跳 第 1位 河西由利香 記録 4m70
女子共通 800ｍ 第 3位 遠藤 尚 記録 2'34"50
女子共通四種競技 第 3位 神津 梨乃 記録 1504点
女子 2・3年走幅跳 第 5位 木内麻衣子 記録 4m37
男子共通砲丸投 第 6位 吉澤 翼 記録 8m22
女子共通走幅跳 第 6位 久保村沙那 記録 1m33

「言葉は人柄をつくる。」… 校長講話より（５月２２日）

私たちは、「言葉」があるから自分の思いや考えを相手に伝えることができま
す。「言葉」があるから、感情を相手に伝えることができます。言葉には計り知
れない力があると思います。 これから先、あなたの一言が、「地球より重い人の命」を救うこともあれば、たった一言が

命を奪ってしまうこともあるかもしれません。言葉は人を「いやす」薬や傷を包む包帯になることもあれば、心を切り裂
くナイフになることもあります。 ～中略～ 私たちは｢言葉｣を慎重に取り扱っていく必要があることと、自分が発する言
葉には「感情」がつきまとうことを知らねばなりません。だからこそ「責任」が必要だと思います。 ～後略～

（文責 教頭 畑田 一心）




